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Cosmioabundance (1) 0.188 5 _3× 10-5p4.2×10鳩
C_arb｡naceOus.chPdrite .¢rgnei瑚2)一1.56 3.2× 10-2 7.3×10-2
chondr,ite.車ayettev.i1 19の 脚 (3) 9.32× 10-3 1.4×10-5 1.1×10絹





タの取捨選択のさいに考慮 した.Ⅰ壬e のデータはこの表からは除いた. また存
在度はNeに対する比で示 してある｡
















中には C'osmicabunda'nceに似た状態が保持されている頃か チ もしそ うで
あれば､Xeの COSmicabundanceは 10倍以上高い ことにな一机 abuqance
curve 上の-つのきわだったピークの頂点を占めることをこなる｡2)carbo-
naoeouBChondriteおよびThucholiteはともにかな~歩の量Jの有機物を含
んでいる｡ CO8品icabundanceでは本来Kr>Ⅹeであるのならば ､､これ ら有
機物 とⅩeは特別に深い関係､例えばⅩeの有機化合物を搾って保持掌れるの










が KrよDもよく保持されたとみる方がよいのでなかろ うか O′Xeがフ ッ素 とノ
安定な化合物を作ることは今やあま旦=こも有名であるが､Ⅹ毎F2,ⅩeF4 お よ
びⅩeF6 の融点は亘れぞれ 140oC,1140Cおよび46oCであb(6)､若 しこの種
の化合物が､accretionprocessで形成されれば､それ ら.は′ガスとしてで
はな くdustとしての挙動をしたことであろう. その他Ⅹeがアルキル化物 を
形成すること(7沖 有機溶媒に藤めてよく抽出草れること(8,)な どが知 られている
が､.Krk Xeに比 して化合物は非常に不安定(9控 ､Ar,Neおよびfleに至














在する条件であったであろ う6そ してH2がF鵡 遼元 して小量の金属鉄を作b










深いと結論 している｡ 現時点では､陶石は大気を保持 しうるほ どの大きさの母




Jeans(13)によると､ある気体のrOO七一mea IユーSqu a re Velocity, Vm と
その気体のおかれている系の脱出速度Vesc･の 間 に V m < 0 .2 VeSC･ の 関 係
があれば､その気体は大気として 109年は安定に 存 在 し う る. こ こに V esc は
次式で示される ;
Vesc
-.,I;i首 ･11･3 (a /see) (1)






矛2表 惑星か らの脱出速度 (瓦m/see)
水 金 地 火 木 士 天 港
月 王 王
星 星 球 星 星 畳 屋 星
4.3 10二4 11.3 2.4 5.1 61.0 36.722.425.5




で示され､温度が高いほ ど､また質量 の小さい)ガスほ ど大 きい0才 3表に希ガ
スについての 1,000oKの値を示す｡
牙3表 1,0000Xにおけ去希ガスのVm
He Ne AT Kr Xe
Vm(h/Bee) 2･5 1･1 0･8 0･5 I0･4
















































持されるに至った時期の後で太陽か らのShbckⅥave な どによって 打瞬間的 "
に高温になづたことがある筈である｡ 一方､林 (18)によると太陽の進化の棲め
て初期に複数回のSho-ckWave の発生が考え られているO もLShockwave
を出 した太陽の進化段階が､地球の進化段階において大気を保持するに至った
時期の後に対応するな らば shockⅥave による加熱はあってもよいことにな
る｡
しか し林のモデルに よると太陽は､それが独立 した物質系になってか ら現在
の状態に至る孝での経過時間は極めて短かい (107年)のに対 して､地球 ある
いは碑石母体な どのaCCretionに要する経過時間は 108年の単位であるとさ
れていることか ら､惑星物質はまだそれらがduBもない しはgrain 状であっ■
たときにのみ太陽お らのShockwave を受ける機会があったと考える方が よ
さそ うである｡ 惑星物質が dustの状態のときには､それは到底大気を保持 し
えない｡
さらにもし地球が大気を保持するようになった後に太陽か らの ShockⅧまVe








て大気が形成きれたのか二つの可能性が考え られる｡ これ らの二つの可能性に
ついて今後定量的吟味がなされなければならないだろ う.
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